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(57)【要約】
【課題】導電性と充分な透明性とを有するコーティング層を実現することができるコーテ
ィング組成物を提供する。
【解決手段】下記の（イ）成分、（ロ）成分の各成分を含むコーティング組成物を構成す
る。
（イ）成分：アクリル樹脂又はウレタン樹脂、（ロ）成分：導電性ポリマー
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記の（イ）成分、（ロ）成分の各成分を含むことを特徴とするコーティング組成物。
（イ）成分
　アクリル樹脂又はウレタン樹脂
（ロ）成分
　導電性ポリマー
【請求項２】
　前記（ロ）成分の前記導電性ポリマーが、ポリチオフェン又はポリピロールであること
を特徴とする請求項１に記載のコーティング組成物。
【請求項３】
　前記（ロ）成分のコーティング組成物中の含有量（質量％）が０．５％～６０％である
ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載のコーティング組成物。
【請求項４】
　前記コーティング組成物において、さらに下記の（ハ）成分を含むことを特徴とする請
求項１～請求項３のいずれか１項に記載のコーティング組成物。
（ハ）成分
　珪素、アルミニウム、スズ、ジルコニウム、チタンから選ばれる少なくとも１種の元素
の酸化物の微粒子
【請求項５】
　プラスチックからなる基材と、
　請求項１～請求項４のいずれか１項に記載のコーティング組成物から成る、プライマー
コート層と、
　前記プライマーコート層の上に形成されたハードコート層とを有する
　ことを特徴とするプラスチックレンズ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、帯電防止性コーティング用のコーティング組成物に係わる。また、このコー
ティング組成物により基材上にプライマーコート層を形成したプラスチックレンズに係わ
る。
【背景技術】
【０００２】
　レンズ等の光学部品には、その基材の材料として、通常、ガラスやプラスチック等の絶
縁材料が用いられている。
【０００３】
　これらの基材の材料は、絶縁材料であるために、表面が帯電することがある。
　特に、布や樹脂性スポンジ等の他の絶縁材で光学部品の表面を拭くと、帯電しやすくな
る。基材が帯電した状態では、表面にほこり等が付着しやすい。
【０００４】
　帯電を抑制・防止するには、基材の絶縁材料に対して、導電材料を含むコーティング層
を形成することが有効である。
【０００５】
　一例として、基材上に形成する反射防止膜中にＩＴＯ膜を導入することにより、所定の
表面抵抗を得て、帯電を抑制することが提案されている（例えば、特許文献１を参照）。
【０００６】
　また、他の例として、特許文献２には、ポリチオフェン等の導電性ポリマーと、コロイ
ド状粒子と、ハードコート層用の結合剤となるエポキシシランとを含むコーティング組成
物を使用して、帯電防止性と耐摩耗性とを有するコーティング層を実現することが提案さ
れている。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】米国特許第６８５２４０６号明細書
【特許文献２】特表２０１０－５２８１２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　前記特許文献１に記載された方法では、反射防止膜中に導入するＩＴＯ膜を、真空蒸着
により形成している。
　しかしながら、蒸着によりＩＴＯ膜を形成するため、製造コストが高くなる。
　また、反射防止膜中に導入するので、反射防止膜を設けない光学部品には適用できない
、という問題がある。
【０００９】
　前記特許文献２に記載された方法では、ハードコート層にポリチオフェン等の導電性ポ
リマーを含有させるので、耐摩耗性を有するハードコート層に導電性を付与することがで
きる。
　しかしながら、ハードコート層は、耐摩耗性を得るためにある程度以上厚く形成する必
要があることから、充分な導電性を付与するには、ハードコート層の厚さに応じて導電性
ポリマーの添加量を多くする必要がある。そして、ハードコート層への導電性ポリマーの
添加量を多くすると、導電性ポリマーに由来するブツが塗膜に生じる、透明性が悪くなる
、等の問題を生じる。
【００１０】
　上述した問題の解決のために、本発明においては、導電性と透明性とを有するコーティ
ング層を実現することができるコーティング組成物を提供するものである。
　また、このコーティング組成物から成るコーティング層が形成され、帯電防止性と耐擦
傷性とを有するプラスチックレンズを提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明のコーティング組成物は、下記の（イ）成分、（ロ）成分の各成分を含むもので
ある。
（イ）成分
　アクリル樹脂又はウレタン樹脂
（ロ）成分
　導電性ポリマー
【００１２】
　前記本発明のコーティング組成物において、（ロ）成分の導電性ポリマーがポリチオフ
ェン又はポリピロールである構成とすることができる。
　前記本発明のコーティング組成物において、（ロ）成分のコーティング組成物中の含有
量（質量％）が０．５％～６０％である構成とすることができる。
【００１３】
　本発明のプラスチックレンズは、プラスチックからなる基材と、この基材上に形成され
、下記の（イ）成分、（ロ）成分の各成分を含むコーティング組成物から成る、プライマ
ーコート層と、このプライマーコート層の上に形成されたハードコート層とを有するもの
である。
（イ）成分
　アクリル樹脂又はウレタン樹脂
（ロ）成分
　導電性ポリマー
【００１４】
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　前記本発明のコーティング組成物及び前記本発明のプラスチックレンズにおいて、コー
ティング組成物が、（ハ）成分として、珪素、アルミニウム、スズ、ジルコニウム、チタ
ンから選ばれる少なくとも１種の元素の酸化物の微粒子をさらに含む構成とすることがで
きる。
【００１５】
　上述の本発明のコーティング組成物によれば、アクリル樹脂又はウレタン樹脂と、導電
性ポリマーとを含有しているので、蒸着やスパッタ等の方法を使用しなくても、ディッピ
ングや塗布等の方法により、導電性と透明性を有するコーティング層を、容易に安い製造
コストで形成することが可能になる。
　上述の本発明のプラスチックレンズによれば、基材上に本発明のコーティング組成物か
ら成るプライマーコート層を形成するので、このプライマーコート層により導電性を付与
することができる。また、プライマーコート層の上のハードコート層により、プライマー
コート層を保護することが可能になる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明のコーティング組成物を使用することにより、ディッピング等によって、導電性
と透明性とを有するコーティング層を、容易に安い製造コストで形成することができる。
　これにより、導電性と透明性とを有するコーティング層を含む、プラスチックレンズ等
の光学部品を大量生産することが可能である。
【００１７】
　本発明のプラスチックレンズによれば、下層のプライマーコート層に導電性を付与して
、帯電防止性を実現することができる。そして、プライマーコート層上のハードコート層
によりプライマーコート層を保護し、耐擦傷性を実現することができる。
　また、プライマーコート層単層に導電性ポリマーを添加した場合に透明性が悪くなった
としても、導電性を有するプライマーコート層の上にハードコート層を別途設けることに
よって、外部散乱を低減して透明性を改善することができる。
　従って、本発明のプラスチックレンズにより、帯電防止性と耐擦傷性とを有するプラス
チックレンズを実現することができる。
　そして、ハードコート層の下のプライマーコート層に導電性ポリマーを添加しているの
で、導電性ポリマーの含有量が比較的少なくても、充分な導電性を付与することが可能に
なり、導電性ポリマーの含有量を少なくして、透明性を改善することができる。
【００１８】
　さらに、プライマーコート層が（ハ）成分として酸化物を含むコーティング組成物から
成る構成としたときには、酸化物によってプライマーコート層の屈折率を調整して、プラ
イマーコート層の屈折率を基材やハードコート層の屈折率に近づけて、干渉縞を低減する
ことができる。そして、（ハ）成分の酸化物の材料の選択により、１．５～１．７の屈折
率に対応することが可能になる。
　この（ハ）成分と、（ロ）成分の導電性ポリマーとの組み合わせにより、各種の基材に
対応することが可能になる。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、発明を実施するための最良の形態について説明する。
　まず、本発明の概要について説明する。
【００２０】
　本発明のコーティング組成物は、下記の（イ）成分、（ロ）成分の各成分を含むもので
ある。
（イ）成分
　アクリル樹脂又はウレタン樹脂
（ロ）成分
　導電性ポリマー
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【００２１】
　（イ）成分としては、プライマーコート層用のコーティング剤に用いられる、アクリル
樹脂もしくはウレタン樹脂を使用する。
【００２２】
　（ロ）成分の導電性ポリマーとしては、公知の各種の導電性ポリマーを使用することが
できる。
　例えば、ポリチオフェン、ポリピロール、ポリアニリン、ポリエチレンイミン、ポリセ
ノフェン、ポリアリルアミン等の導電性ポリマーが挙げられる。
　特に、ポリチオフェン又はポリピロールが好適である。
【００２３】
　コーティング組成物中の（ロ）成分の導電性ポリマーの含有量（質量％）は、好ましく
は、０．５％～６０％の範囲内であり、さらに好ましくは０．５％～５０％の範囲である
。
　０．５％よりも含有量が少ないと、形成されるコーティング層において充分な導電性が
得られなくなる。
　６０％よりも含有量が多いと、形成されるコーティング層の透明性を維持できない。
【００２４】
　（ロ）成分の導電性ポリマーには、コーティング組成物をコーティング剤として使用す
る際の溶媒の種類、形成するコーティング層の厚さ、等に応じて、適切な粒径のものを使
用することが好ましい。
　例えば、粒径が５ｎｍ～１００ｎｍの範囲内のものを使用する。
【００２５】
　本発明のプラスチックレンズは、プラスチックからなる基材と、この基材上に形成され
、下記の（イ）成分、（ロ）成分の各成分を含むコーティング組成物から成る、プライマ
ーコート層と、このプライマーコート層の上に形成されたハードコート層とを有する。
（イ）成分
　アクリル樹脂又はウレタン樹脂
（ロ）成分
　導電性ポリマー
【００２６】
　本発明のプラスチックレンズを構成する基材のプラスチックとしては、メチルメタクリ
レートと一種以上の他のモノマーとの共重合体、ジエチレングリコールビスアリルカーボ
ネートと一種以上の他のモノマーとの共重合体、ポリカーボネート、ポリスチレン、ポリ
塩化ビニル、不飽和ポリエステル、ポリエチレンテレフタレート、ポリウレタン、ポリチ
オウレタン、エン－チオール反応を利用したスルフィド樹脂、硫黄を含むビニル重合体等
が挙げられるが、これらに限定されるものではない。
【００２７】
　本発明のプラスチックレンズを構成するプライマーコート層は、（イ）成分と（ロ）成
分とを含むコーティング組成物、即ち、前記本発明のコーティング組成物から成る。従っ
て、このプライマーコート層は、前記本発明のコーティング組成物を基材上に塗布して、
形成することができる。
【００２８】
　プライマーコート層の上に形成するハードコート層の材料としては、特に限定されず、
公知の有機ケイ素化合物及び金属酸化物コロイド粒子よりなるコーティング組成物を使用
することができる。
【００２９】
　本発明のプラスチックレンズにおいて、ハードコート層の上に反射防止膜を形成しても
よい。
　また、表面に撥水層や保護層等を形成してもよい。
　さらに、基材のプライマーコート層とは反対の側にもハードコート層を形成してもよい
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。
【００３０】
　反射防止膜の材料としては、特に限定されず、公知の無機酸化物や有機物よりなる単層
、多層膜を使用することができる。
【００３１】
　本発明のコーティング組成物及び本発明のプラスチックレンズにおいて、コーティング
組成物が、（ハ）成分として、珪素、アルミニウム、スズ、ジルコニウム、チタンから選
ばれる少なくとも１種の元素の酸化物の微粒子をさらに含む構成としてもよい。
　（ハ）成分の酸化物としては、酸化珪素（ＳｉＯ２）、酸化アルミニウム、酸化スズ、
酸化ジルコニウム、酸化チタンを使用することができる。また、珪素、アルミニウム、ス
ズ、ジルコニウム、チタンから選ばれる少なくとも１種の元素を含む、２種以上の元素の
酸化物（例えば、各元素の酸化物の混合物や、２種の元素を含む複合酸化物）を使用する
ことも可能である。
【００３２】
　本発明のプラスチックレンズは、例えば、以下に説明するようにして、製造することが
できる。
　まず、（イ）成分、（ロ）成分を含有するコーティング組成物を作製する。この際に、
必要に応じて、（ハ）成分やその他の成分をコーティング組成物に含有させる。
　そして、このコーティング組成物を含むコーティング液を、基材の上面に、例えばスピ
ンコートにより塗布して、さらに硬化させることにより、プライマーコート層を形成する
。
　次に、ハードコート層用のコーティング液を作製する。そして、このコーティング液を
、プライマーコート層の上に、例えばスピンコートにより塗布して、さらに硬化させるこ
とにより、ハードコート層を形成する。特に、ハードコート層を基材の両面に塗布する場
合には、ディッピング法が好適である。
【００３３】
　さらに、反射防止膜を形成する場合には、ハードコート層の上に反射防止膜を形成する
。
　反射防止膜に無機材料を使用する場合には、蒸着法等により反射防止膜を形成する。
　反射防止膜に有機材料を使用する場合には、反射防止膜用のコーティング液を塗布して
、硬化させることにより、反射防止膜を形成する。
【００３４】
　本発明のコーティング組成物は、前述した（イ）成分と、（ロ）成分とを含有している
ことにより、ディッピング等によって、容易に導電性を有するコーティング層を形成する
ことができる。
　これにより、導電性と透明性とを有するコーティング層を含む、プラスチックレンズ等
の光学部品を大量生産することが可能である。
【００３５】
　本発明のプラスチックレンズは、前述した（イ）成分と、（ロ）成分とを含有するコー
ティング組成物から成るプライマーコート層が基材のプラスチック上に形成され、さらに
プライマーコート層上にハードコート層が形成されているので、下層のプライマーコート
層に導電性を付与して、ハードコート層によりプライマーコート層を保護することができ
る。
　また、プライマーコート層単層に導電性ポリマーを添加した場合に透明性が悪くなった
としても、導電性を有するプライマーコート層の上にハードコート層を別途設けることに
よって、外部散乱を低減して透明性を改善することができる。
　従って、本発明のプラスチックレンズにより、帯電防止性と耐擦傷性とを有するプラス
チックレンズを実現することができる。
【００３６】
　そして、本発明のプラスチックレンズでは、ハードコート層の下のプライマーコート層
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に導電性ポリマーを添加しているので、プライマーコート層はハードコート層よりも薄く
形成することから、導電性ポリマーの含有量が比較的少なくても、充分な導電性を付与す
ることが可能になる。
　このため、ハードコート層に導電性ポリマーを添加している場合（前記特許文献２等）
と比較して、導電性ポリマーの含有量を少なくして、導電性ポリマーを含む層の透明性を
向上することができる。
【００３７】
　さらに、プライマーコート層が（ハ）成分として酸化物を含むコーティング組成物から
成る構成としたときには、酸化物によってプライマーコート層の屈折率を調整して、プラ
イマーコート層の屈折率を基材やハードコート層の屈折率に近づけて、干渉縞を低減する
ことができる。そして、（ハ）成分の酸化物の材料の選択により、１．５～１．７の屈折
率に対応することが可能になる。
　この（ハ）成分と、（ロ）成分の導電性ポリマーとの組み合わせにより、各種の基材に
対応することが可能になる。
　なお、屈折率の調整が不要な場合には、コーティング組成物が（ハ）成分を含んでいな
くても構わない。
【００３８】
　さらに、本発明のプラスチックレンズでは、ハードコート層の上に、反射防止層や撥水
層を形成することが可能である。
　また、ハードコート層よりも上層に形成する層の種類により、様々な機能を付与するこ
とができる。
【実施例】
【００３９】
　以下、実施例を用いてより具体的に本発明を説明するが、本発明はこれらの実施例に限
定されるものではない。
【００４０】
（実施例１）
　純水３０質量部、メタノール１２８質量部からなる溶媒に、信越ポリマー製セプルジー
ダAS-D06（粒径約７０ｎｍ）１３質量部を添加して、室温で３０分撹拌した。
　次に、この混合物に、ＡＤＥＫＡ製水分散ポリウレタンHUX-232を１１質量部添加して
、１０分撹拌した。
　その後、この混合物に、東レダウ・コーニング製界面活性剤Y-7006を５００ｐｐｍ添加
して、さらに４８時間撹拌し続けることにより、プライマー液Ａを調整した。
【００４１】
　次に、HOYA製ポリカーボネートレンズを、水で洗浄した後に、プライマー液Ａに室温下
で浸漬させて、引き上げ速度２５０ｍｍ／分で引き上げた。
　その後、１００℃で２０分間熱硬化を行った。
　次に、風冷した後に、HOYA製ハードコート剤（シリカゾル分散液）をディピング処理し
た。そして、８０℃で２０分間熱硬化を行った後に、さらに１２０℃で２時間熱硬化を行
って、サンプルＡを得た。
【００４２】
（実施例２）
　実施例１のＡＤＥＫＡ製水分散ポリウレタンHUX-232を８質量部添加して、１０分撹拌
した後に、新たに日産化学製サンコロイドHX-405MHを２質量部添加して、３０分撹拌した
こと以外は、実施例１と同様の方法により、プライマー液Ｂを調整した。
　次に、実施例１と同様にして、ポリカーボネートレンズにプライマー液Ｂとハードコー
ト剤とを順次塗布した後に熱硬化を行って、サンプルＢを得た。
【００４３】
（実施例３）
　純水４２質量部、メタノール１１５質量部からなる溶媒を使用し、実施例２のAS-D06の
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代わりに、DaeHa ManTech製ELコートTA2560 A-Pack（粒径約１０ｎｍ）１４質量部を使用
し、HUX-232の代わりに、同社製アクリル樹脂分散液ELコート TA2560 B-Pack１３質量部
を添加する以外は、実施例２と同様の方法により、プライマー液Ｃを調整した。
　次に、実施例２と同様にして、ポリカーボネートレンズにプライマー液Ｃとハードコー
ト剤とを順次塗布した後に熱硬化を行って、サンプルＣを得た。
【００４４】
（実施例４）
　純水７５質量部、メタノール１２０質量部からなる溶媒を使用し、実施例３のDaeHa Ma
nTech製ELコート TA2560 A-Packの添加量を１０５質量部にして、TA2560 B-Packの添加量
を２．５質量部にして、さらにHX-405MHの添加量を０．４質量部とした以外は、実施例３
と同様の方法により、プライマー液Ｄを調整した。
　次に、実施例３と同様にして、ポリカーボネートレンズにプライマー液Ｄとハードコー
ト剤とを順次塗布した後に熱硬化を行って、サンプルＤを得た。
【００４５】
（実施例５）
　実施例４のDaeHa ManTech製ELコート TA2560 B-Packの添加量を１．５質量部にして、
さらにHX-405MHの添加量を０．２質量部とした以外は、実施例４と同様の方法により、プ
ライマー液Ｅを調整した。
　次に、実施例４と同様にして、ポリカーボネートレンズにプライマー液Ｅとハードコー
ト剤とを順次塗布した後に熱硬化を行って、サンプルＥを得た。
【００４６】
（比較例１）
　実施例１のAS-D06の代わりに、信越ポリマー製セプルジーダPE-S03（粒径約３００ｎｍ
）６質量部を使用した以外は、実施例１と同様の手順でサンプルＦを作製した。
【００４７】
（比較例２）
　HOYA製ハードコート剤（シリカゾル分散液）１００質量部に信越ポリマー製セプルジー
ダAS-D06を１５質量部添加し、室温で２４時間撹拌して、ハードコート剤Ａを得た。
　HOYA製ポリカーボネートレンズを水洗浄後、HOYA製プライマー液に室温下で浸漬し、引
き上げ速度２５０ｍｍ／分で引き上げた後、１００℃で２０分間熱硬化を行った。
　次に、風冷した後に、ハードコート剤Ａにてディピング処理し、８０℃で２０分間熱硬
化を行った後に、１２０℃で２時間さらに熱硬化を行い、サンプルＧを得た。
【００４８】
（比較例３）
　AS-D06の添加量を４質量部とした以外は、比較例２と同様の手順でサンプルＨを作製し
た。
【００４９】
（比較例４）
　実施例３のELコート TA2560 A-Packの添加量を３質量部とした以外は、実施例３と同様
の手順でサンプルＩを作製した。
【００５０】
（比較例５）
　実施例４のELコート TA2560 B-Packの添加量を０．７質量部として、HX-405MHの添加量
を０．１質量部とした以外は、実施例４と同様の手順でサンプルＪを作製した。
【００５１】
（評価方法）
　実施例及び比較例の各例において、コーティング剤及びプラスチックレンズのサンプル
の特性の評価を行った。
【００５２】
（コーティング剤との相溶性）



(9) JP 2012-177014 A 2012.9.13

10

20

30

　まず、実施例及び比較例の各例において、サンプルを作製する際に、導電性ポリマーと
コーティング剤との相溶性を調べた。
【００５３】
＜物性の測定＞
　また、実施例及び比較例のプラスチックレンズの各サンプルについて、以下に説明する
試験方法により、諸物性を測定した。
【００５４】
（１）成膜時の外観
　各サンプルについて、暗室内蛍光灯下において、外観の目視判定を行った。
【００５５】
（２）表面抵抗
　表面抵抗を、絶縁抵抗計（三菱化学製　ハイレスタＵＰ　MCP-HT450）にて測定した。
【００５６】
（３）耐擦傷性試験
　プラスチックレンズの表面に、スチールウール（規格＃００００、日本スチールウール
社製）にて１ｋｇｆ／ｃｍ２でプラスチック表面を擦って、傷のつき難さを目視にて判定
した。判定基準は以下の通りとした。
　　　　◎．強く擦っても殆ど傷がつかない
　　　　○．強く擦るとうっすらと傷がつく
　　　　×．プラスチック基板と同等の傷がつく
【００５７】
（４）密着性試験（クロスハッチ試験）
　１ｍｍ間隔で１００目クロスカットし、粘着テープ（ニチバン株式会社製セロテープ（
登録商標））を強く貼り付け急速に剥がし、硬化被膜の剥離の有無を調べた。判定基準は
以下の通りとした。
　　　　◎．剥離なし
　　　　○．１００目中剥離が１０目未満
　　　　×．１００目中剥離が１０目以上
【００５８】
　コーティング剤の固形分中の導電性ポリマーの固形分の含有比率（質量％）と、上述し
た各評価の結果を、まとめて表１に示す。
【００５９】
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【表１】

【００６０】
　表１より、実施例１～実施例５の場合、表面抵抗が充分に低く、密着性及び耐擦傷性も
良好な結果が得られた。２種類の導電性ポリマー、プライマーコート層の２種類の樹脂、
酸化物（サンコロイドHX-405MH）の有無に関わらず、良好な結果が得られた。
　比較例１の場合、相溶性が充分ではなく、良好な成膜ができなかったことから、導電性
ポリマーの粒径は３００ｎｍでは大きすぎると考えられる。
　比較例２の結果から、ハードコート層に導電性ポリマーを含有させた場合には、クモリ
を生じることがわかる。
　また、比較例２では、密着性や耐擦傷性が充分ではなかった。これは、ハードコート層
に含有させた場合に、コート層の表面の凹凸が大きくなるためと考えられる。
　比較例３では、ハードコート層に含有させた導電性ポリマーの量が少ないので、クモリ
は生じておらず、密着性及び耐擦傷性も良好であったが、表面抵抗が非常に高くなった。
　比較例４では、クモリは生じておらず、密着性及び耐擦傷性も良好であったが、プライ
マーコート層に含有させた導電性ポリマーの量が少ないので、表面抵抗が非常に高くなっ
た。
　比較例５では、プライマーコート層に含有させた導電性ポリマーの量が多いので、表面
抵抗は低いが、充分な密着性が得られなかった。
　また、比較例４及び比較例５は、前述した導電性ポリマーの含有量（質量％）の好まし
い範囲０．５％～６０％の範囲外であるため、この範囲内である実施例よりも特性が劣っ
ている。
【００６１】
　本発明は、上述の実施例に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲で
その他様々な構成が取り得る。
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